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１．「鉄道とまちづくり」からの環境施策 

新駅南側で摂津市・民間事業者が開発を

進めている「南千里丘地区」は「地球温暖

化対策モデル地区」と位置づけられていま

す。公共交通事業者として環境問題に取り

組んでいる当社もその理念に賛同し、まち

の玄関口となる新駅「摂津市」において

CO2 排出量実質ゼロ（カーボン･ニュート

ラル）を目指し、環境施策に取り組むこと

といたしました。 

２．『ｶｰﾎﾞﾝ･ﾆｭｰﾄﾗﾙ･ｽﾃｰｼｮﾝ』について 

摂津市駅では駅の運営に起因する CO2

排出量を実質的にゼロにすることを目標と

している。様々な環境配慮施策により可能

な限りの CO2 排出量の削減を行い、直接

削減困難な部分については、CO2 排出枠を

使って相殺（カーボンオフセット）するこ

とにより、カーボン･ニュートラルの実現に

取り組んでおります。 

駅に起因する CO2 排出に関しては、照明

やエレベーター等により消費される電力と

トイレ洗浄等に使われる上水道によるもの

があります。それらに係る CO2 排出量を

ゼロにするため、「太陽光発電」、「LED 照明」、

「エレベーター回生電力利用」、「ヒートポ

ンプ式電気給湯器」、「雨水利用」、「無水ト

イレ」、「緑化推進」を実施しており、これ

ら施策により、駅の運営に起因する CO2

排出量のうち約 51％の削減を見込んでい

ます。削減困難な残り約 49％は、兵庫県宍

粟市での森林保全

活動により創出さ

れるCO2排出枠（環

境省オフセット･ク

レジット）を利用し

たカーボンオフセ

ットを実施してい

ます。 

受賞者≪阪急電鉄株式会社≫ 

＜日本初！カーボン･ニュートラル･ステーション 摂津市駅誕生＞ 
・省エネ施策導入により新駅での CO2 排出量を約 1/2 まで削減し、残りも排出枠（環境省オフセ

ット･クレジット）を使ったカーボンオフセットにより実質的に排出量ゼロを達成 
・太陽光発電、照明の LED 化、雨水利用、エレベータ回生電力利用、無水トイレ、ヒートポン

プ式電気給湯器、緑化推進等の環境施策の積極導入 
・駅構内での環境の取組の紹介や環境メッセージ列車の運行による一般市民、乗客への啓発活動 

を実施 
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営業㌔ 140.8km 

駅  数 86 駅 

車両数 1,319 両 

 

３．環境啓発活動について 

当社線をご利用のお客様にも環境問題へ

の関心を高めていただけるよう摂津市駅開

業に伴い様々な取り組みを実施しておりま

す。駅利用のお

客様に対しては、

駅構内の太陽光

発電量の表示液

晶モニタや構内

地下道に、駅の環境施策・技術などに関す

る解説、掲示を行っています。また、ホー

ム上の看板は、行政、民間企業にご協力い

ただき各団体で実施している環境への取組

などを掲出し、環境情報発信をテーマとし

たものに統一しております。 

駅以外では、環境メッセージ列車「カー

ボン・ニュートラル・トレイン 摂津市駅

号」（1 編成）を摂津市駅の開業日（平成

22 年 3 月 14 日）から 7 月末日まで京都線

で運行いたしました。本列車は、京都線で

最も省エネ性能

の高い車両にイ

ラストラッピン

グを施し、また駅

と同様のカーボンオフセットを実施するこ

とで運行期間中の電力使用に係る CO2 排

出量を実質的にゼロといたしました。また、

車内では沿線行政等と連携し、各行政の環

境への取り組みや摂津市駅の環境施策をポ

スターで紹介し、情報発信を行いました。 

 

 

 

環境基本理念  阪急阪神ホールディン

グスグループは、地球環境の保全は人類共

通のテーマであるとの認識のもと、よりよい地

球・生活環境を次世代に引き継ぐため、環境

に配慮した事業活動を推進し、持続的発展が

可能な社会づくりに貢献します。  

平成 16 年 8 月 

 PiTaPa 導入 


